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フィードワーク

Formsを使ったフードシェアリングサービスの
需要調査



・⾷品を購⼊するにあたって、最も重視する点は何ですか？

・フードロス削減のために⽇頃から取り組んでいることはありますか？

・フードシェアリングサービスを知っていますか？

・飲⾷関係のアルバイトをしている⼈限定で、販売できなくなった商品を
どう扱っていますか？

設問



調査結果

回答者数：全体74⼈ー⼥性56⼈、男性17⼈
年齢：10代ー27⼈、20代ー44⼈、50代ー3⼈



→⾷品を購⼊するにあたって、低価格と安全性を重要視している⼈が多い
→低価格で販売するフードシェアリングサービスの利⽤者獲得が⾒込める
消費期限切れの商品はアプリから削除する



フードシェアリングサービスについて知らない⼈が7割程度
→InstagramなどのSNSの広告で認知度を広げる



余った⾷品を廃棄している飲⾷従業員が5割以上
→廃棄している飲⾷店をサプライヤーとして提携する



問題

・⽇本の「⾷品ロス」の量
⇒⼈⼝1⼈あたり約41キログラム
（1⽇あたり約113グラム、お茶碗1杯分）

⽇本は世界的に⾒ても⾷品ロスが多い国



事業提案



事業内容

アプリを設ける 肥料や飼料にする



1．アプリ

アプリ上に⾷品を上げ
る 消費者が購⼊する

消費者が購⼊した店舗
に⾏く

（個⼈の場合、発送）

多数の売り⼿と買い⼿の取引の仲介役



2．肥料や飼料にする

・腐っていたり（消費期限切れ）、損傷が激しすぎて販売できない商品
などを活⽤する

専⽤の処理装置を使っ
て⼀次処理を⾏う

農業や酪農を営む⼈た
ちに低価格で販売

有機肥料素材や肥料と
して活⽤



ビジネスモデルキャンパス



ビジネスモデル



機会
⽇本は⾷品ロス
が多くチャンス

外
部
環
境

内部環境

強み
持続的で地球に
貢献出来る

弱み
⾷品ロスをどこか
ら仕⼊れるのか

脅威
既にサービスを
⾏う他社がいる





強み×機会
⽇本が沢⼭の廃棄を⽣み出せば⽣み出すほどチャンスがある

弱み×機会
ロスを回収すればするほど事業が活気づく

強み×脅威
このサービスでロス問題、環境問題などの様々な問題を解決できる。現状や問題
を世の中に知ってもらい関⼼を⾼めれる。

弱み×脅威
回収した家庭、事業の廃棄をさらに無駄にせず利益を確保する必要がある



４Ｐ分析

・廃棄される商品を
安く提供

・消費者個⼈が消費
しない商品を販売

・ウェブサイト ・通常よりも安く提
供（提供側の意思に
よる）

・X（Twitter）や
Instagramで宣伝広
告

product place price promotion



USP 

＊飲⾷店で廃棄される商品を安く購⼊できるだけではなく、個⼈で消
費できない未開封の⾷品も販売できる

＊その⾷材に関するレシピや⾖知識をウェブ上にアップする

＊購⼊してくれたら、ポイント付与する



将来の展望

⾷品ロスを削減し、持続可能な⾷の未来を提供する
プラットフォーム

課題

安価に保つ⼀⽅で安全性を確保する⼯夫
更なる提携先の開拓


